
２Fプランツロビーにシークヮーサーが登場

アーバンファームのバルコニーは緑が濃くなり、ノウゼンカズラのくっきりとしたオレンジ色、百日紅の華やかなピンク色の花が咲き始めました。
梅雨も明け、早くも新しい季節が顔を出しています。植物たちもそわそわする季節、今年も暑い夏がやってきました！
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この花の名前は？

何のお花か分かりますか？
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■公式Twitterアカウント開設■

＠URBANFARMpasona

出番を待つズッキーニの苗たち。種から人工光育ち。

ナスの次はズッキーニ！現在植え替えにむけて少しずつ
大きくなっています。

ズッキーニはウリ科で、スイカ、メロン、カボチャ、キュウリ、
ゴーヤやヘチマが仲間です。この仲間は黄色または白い
花を持ち、雄花と雌花の2種類の花を咲かせるのが特徴で
す。虫が見つけやすい色でひき寄せて、実をつけるための
授粉を手伝ってもらっています。

ズッキーニは見た目がキュウリに似ていますが、実はカボ
チャに近い種類です。実が未熟なうちに収穫して食べます。

正確な原産地は不明ですが、カボチャと同じく南米だろうと
言われています。イタリアで改良された野菜ですが、本格
的に使われるようになったのは20世紀になってからの新し
い野菜。

レシピを調べるとイタリア料理だけでなく、中華風の料理も
たくさん出てきます。癖がなく、どんな味にも合うので自分
だけのレシピを考えてみては？（加藤）

シークヮーサーは奄美諸島から台湾に分布する柑橘類で、野生のミカ
ンと言われています。「シークヮーサー」という言葉は沖縄の方言で、学

1F野菜畑はナスからズッキーニに選手交代！

■パソナ農援隊Facebook開設■
www.facebook.com/Pasonanouentai

■ご意見・ご感想・見学予約はこちらまで■
株式会社パソナ農援隊

〒100-8228 東京都千代田区大手町２－６－４ E-mail：info@pasona-nouentai.co.jp
TEL：03-6734-1260 ／ FAX：03-6734-1269 見学時間：9:00－17:30（土日祝祭日、年末年始を除く）

パソナ農援隊の新しい就農支援！検索ワードは「パソナチャレンジファーム」
www.pasona-nouentai.co.jp/index.html WEBショップ開設！！

パソナチャレンジファーム 検索

“消費者”“新規就農希望者”“農業経営者”を対象に、農業を地域振興、持続産業に
つなげることができる農業人材の育成を行う『アグリベンチャー大学』を７月２０日（土）
より開始致します。また、アグリベンチャー大学１日体験講座を７月２日（火）にパソナ
グループ本部（東京都千代田区）にて実施致しました。（中川）
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何のお花か分かりますか？
これは、屋上にあるアーティチョーク。
通常はつぼみを食べるので花を見る
ことはありません。色はとっても鮮やか。
独特な色味です。（後藤）

農業研修事業 『 アグリベンチャー大学 』 が7月始動！

TOTO

「橘紋」

橘は日本固有のカンキツ類で松と同様、長寿をもたらす縁起のよい
植物とされていました。
それゆえ多くの大名家で家紋
に使用され、徳川四天王の一
人である井伊直政は元々の
橘紋をアレンジした紋を使用
していました。
（立花）

名は「ヒラミレモン」といいます。シーは「酸っぱい」、クヮーサーは「食べ
させる」で、シークヮーサーは「酸っぱい食べ物」という意味になります。

『アグリＭＢＡコース』（１２月開始予定）

経営拡大や新事業に挑戦するための技術と
知識、経営課題に対して課題解決知識と手法
を学ぶほか、農業経営者同士のネットワーク
構築を目指す

『アグリベンチャーコース』（１０月開始予定）

新規就農に必要な栽培・経営の知識・技術
の習得、農業分野における商品開発やマー
ケティング等の知識を学び、農業の６次産業
化を実践するためポイントを学ぶ

主に魚・肉料理、酢の物の味付
けなどに使い、長い夏の食欲
不振の解消にも効果が。また
近年、血糖値を下げる効果や
ガンを抑制する成分が見つか
っているそうです。

そんな万能な果物であるシー
クヮーサーが2F通路箇所に。ま
だ小さいながらも実を付け始め
ているので、通りがかった際に
見てみてください。（立花）

『ベジタブルガーデンコース』（７月２０日開始）

お野菜の栽培から加工までの一連の作業を
体験することで、今の生活環境を豊かにする。
食・農に関する知識を習得する～

彦根橘紋橘紋

mailto:info@pasona-nouentai.co.jp


パソナ農援隊アーバンファーム事業部のメンバーが記者となり、アーバンファームと関わりのある社員の方々の紹介と
そのつながりをクローズアップしていきます。

◇今月の記者
立花 隆政
◇植栽担当箇所

2Ｆプランツ
ロビー

◇プロフィール
アーバンファーム
新聞2012年11月号

パソナグループ社員Meetsアーバンファーム

http://urx.nu/4r6Q
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㈱パソナフォスター

Q. 普段のお仕事を教えてください。
A.    現場で働く保育士や児童指導員の採用や説明会の開催等を行っています。説明会に来館される保育士や児童指導員の方々が
緊張されないように緑あふれる2Fスペースにて説明を行っています。

Q.   アーバンファームで一番のお気に入りの場所を教えてください。
A.    2Fにあるエディブルガーデンです。いろいろな植物が見られるので楽しめます。

株式会社パソナフォスターは、働く人の「育てる」を支えるために子育て支援事業を行っています。主に①保育園・企業内保育園
施設の運営、②学童クラブ・児童センターの運営、③ベビーシッターサービス、④臨時託児サービス、⑤保育士派遣サービスの5
つの事業を中心に保育の多様なニーズに応えるビジネスを展開しています。また、パソナグループ本部ビルでパソナグループの社
員が子供を預けながら安心して働けるようにパソナファミリー保育園の運営も行っています。

林 恵美子さん（右）・ 五嶋 まりさん（左）

都内各所やパソナグループ本部ビル（アーバンファーム）内の保育施設の運営を行っている、パソナフォスターの社員の方々に取材しました。

パソナファミリー保育園は、アーバンファームの緑と接する機会を多く持てることが魅力。お子さんたちもこの環境を楽しんでいます!
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